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岐阜県環境生活部 
清流の国ぎふづくり推進課 

清流の国づくり県民運動係 
課長補佐 安江 淳 

担当 古川 明里 

058-272-1111 
(内線 2696) 

 

「第２ 回ぎふ清流環境賞」の決定について 

～「清流の国ぎふづくり県民大会」において授賞式を行います～ 
 
県では、環境保全に関する意識向上及び環境配慮活動のさらなる普及促進を図り、「清流の国ぎふ

づくり」の実現に資することを目的として、平成２３年に「ぎふ清流環境賞」を創設し、県の豊かな自然環境

の保全に貢献されている団体を表彰しています。 

このたび、「第２回ぎふ清流環境賞」の受賞団体を決定しましたので、下記のとおりお知らせします。 

授賞式は、７月１５日（日）に高山市で開催する「第２回清流の国ぎふづくり県民大会」にて行います。 

 

 

 

 

 
記 

１ 受賞団体及び主な活動等 

■ぎふ清流環境大賞（１団体） 

「岐阜県立飛騨高山高等学校環境科学科」 （校長 坂上
さかうえ

 修
おさむ

／環境科学科生徒数 111 人） 

・ ふるさとの山林や演習林の再生・整備や維持管理、ビオトープ管理、神通川水系の河川や湧

き水など、水環境の科学的な調査研究活動を実施 

・ ふるさとの自然のすばらしさを伝えるため、地域の子ども達を対象とした環境学習会や、里山

再生とギフチョウの調査研究などの活動を実施 

・ 神通川水系の湧き水調査の結果をマップにして地域へ紹介したほか、飛騨森林管理局と連

携した森林環境教室の実施など、地域と連携した活動を実施（国土交通省と連携したビオト

ープの調査・管理など新たな取組へ展開） 

 
 

■ぎふ清流環境賞（２団体） 

「特定非営利活動法人 ドングリの会」 （会長 稲本
いなもと

 正
ただし

／会員数 400 人） 

・ 「ひだ清見源流の森づくり」として、四半世紀にわたり県内外の参加者とともに広葉樹の森づくり

を実施（ドングリ拾い、育苗、植樹、下刈りなど保育作業を実施） 

・ バットの製造企業と共同して丌適格材の有効利用を行い、その利益を活用し、「バットの森づく

り」として材料となるアオダモの植樹を実施 

・ 「飛越源流の森づくり」として、越中（富山）と飛騨の人々が上下流連携した森づくりの活動を実

施（トンネル残土埋立地への植樹などを実施） 

学校のカリキュラムである森林保全活動や水環境の研究で学んだ成果を、地元小学生の環

境学習に役立てるなど、生徒の皆さんが環境学習リーダーとなって地域社会へ還元していく活

動が、高く評価されました。 

清流ミナモ 

表彰の対象となる団体は、県内を主たる活動の場とし、過去５年間以上継続して「清流の国ぎふづくり」の

３つの柱である、清流を「守る」、「活かす」、「伝える」活動に取り組まれている団体です。 

県内市町村や団体、県の関係部局などから推薦のあった、環境保全団体、学校、業界団体など３６団体を対

象に選考を行いました。 
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「特定非営利活動法人 森と水辺の技術研究会」 （理事長 野村
の む ら

 典
のり

博
ひろ

／会員数 40 人） 

・ 地域住民による適切な環境保全の推進に向けて、里山林整備、湿地環境保全、竹林整備ワ

ークショップなどの活動を地域と協働して実施 

・ 小中学校における環境教育の実施を積極的に支援し、子ども達への体験活動を指導するほ

か、教職員向けの研修や学習計画立案の支援を実施 

・ 広域環境保全団体の運営に携わるなどして、森・川・海を育む流域づくり活動や関係団体と

のネットワーク構築を実施 

 
 

■ぎふ清流環境賞奨励賞 （１団体） 

「関市立武儀東小学校」 （校長 田口
た ぐ ち

 明
あきら

／全校児童数 76人） 

・ 特色ある教育活動として、山・川の自然を活かした学習を展開する「里山学習」を継続実施 

・ 川の汚れに関心を持ち、カワゲラウオッチング、水質調査、川の清掃活動を行うほか、給食後

は食器の汚れを拭き取ってから戻す取組などにより、児童による川の環境保全を実施 

・ 川をより豊かにするために大切な森林の学習や間伐などの体験を行い、自然環境の保全に

ついての学習を実施 

 
 

２ 授賞式 

開催日時：平成２４年７月１５日（日） １３：００～ 

会   場：飛騨・世界生活文化センター 飛騨コンベンションホール 

（高山市千島町９００－１  ＴＥＬ０５７７－３７－６１１１） 

※授賞式後、受賞団体の活動発表を行います。 

 

３ 「ぎふ清流環境賞」表彰選考委員会委員 

座長 駒宮
こまみや

 博男
ひ ろ お

（ぎふＮＰＯセンター理事長、地球の未来理事長） 

委員 高木
た か ぎ

 朗
あき

義
よ し

（岐阜大学教授、清流の国ぎふづくり県民連携会議会長） 

 三上
み か み

 みき（マザーハウス ing 代表、岐阜県地球温暖化対策実行計画協議会委員） 

 伊藤
い と う

 知子
と も こ

（長良川温泉若女将会会長、前清流の国ぎふづくり県民連携会議委員） 
 

【参考】 第１回ぎふ清流環境賞（平成 23 年度受賞団体） 

・ぎふ清 流 環 境 大 賞：「関市立瀬尻小学校」（関市） 

・ぎ ふ 清 流 環 境 賞：「特定非営利活動法人 恵那市坂折棚田保存会」（恵那市）、  

「達目洞自然の会」（岐阜市）、「天神川を考える会」（岐阜市） 

・ぎふ清流環境賞奨励賞：「郡上漁業協同組合」（郡上市） 

身近な自然をテーマとして、全学年でそれぞれに適した環境学習や保全活動に取り組まれ、

その取組が児童の自発的な行動を生み出しており、今後、環境保全意識の高い子ども達の育

成につながる活動であるとして、評価されました。 

環境教育の定着や地域に根ざした環境保全活動を積極的に進められているほか、環境のつ

ながりを流域で捉えた保全活動が、評価されました。 

子ども達に親しみのあるドングリの活用や、バット製造企業と共同した森づくりに取り組まれてい

るほか、飛騨と富山の森と海の連携による「飛越源流の森づくり」など、様々な地域や業種を結

びつけた活動が、評価されました。 


